
3 2PASTEL ★  VOL.104  2013  WINTER PASTEL ★  VOL.104  2013  WINTER 2

　

再
就
職
し
た
い
と
の
思
い
始
め
は
、
あ
れ

こ
れ
と
不
安
が
わ
き
ま
す
。
大
田
区
で
は
そ

ん
な
不
安
に
応
え
る
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

 

 

 

  

（
P
8
参
照
）

　

２
回
講
座
で
す
。
第
１
回
は
、
子
ど
も
を

預
け
る
不
安
の
解
消
、
子
ど
も
に
と
っ
て
母

親
が
働
く
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
、
保
育
園
の
選

び
方
な
ど
が
学
べ
ま
す
。
第
２
回
は
、
女
性

の
再
就
職
事
情
を
知
り
、
働
く
理
由
を
再
確

認
。
「
ス
キ
ル
」
「
サ
ポ
ー
ト
」
「
マ
イ
ン

ド
」
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
今
の
自
分
の
就

職
準
備
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
に
は
、
子
育
て
に
忙
し
い
毎
日

を
過
ご
し
な
が
ら
も
働
く
こ
と
を
考
え
始
め

た
方
が
多
数
参
加
し
て
い
ま
す
。
働
く
こ
と
、

育
児
、
家
事
、
全
て
を
一
人
で
抱
え
て
し
ま

い
が
ち
な
状
況
か
ら
、
同
じ
想
い
を
持
つ
仲

間
を
た
く
さ
ん
知
る
だ
け
で
も
有
意
義
だ
と

好
評
で
す
。
再
就
職
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て

は
、
ま
ず
パ
ー
ト
ナ
ー
と
よ
く
話
し
合
う
こ

と
が
大
事
だ
と
気
づ
く
人
も
多
い
と
か
。

　

働
き
た
い
気
持
ち
を
確
認
で
き
た
人
の
多

く
が
、
翌
週
か
ら
の
「
お
仕
事
復
活
ナ
ビ
」

に
継
続
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
へ
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促
す
４
回
講

座
。
子
育
て
中
の
女
性
だ
け
で
な
く
、
働
き

た
い
全
て
の
女
性
を
対
象
に
し
、
現
在
の
労

働
状
況
や
再
就
職
を
す
る
上
で
の
心
構
え
を

学
び
ま
す
。
ま
た
参
加
者
同
士
で
、
各
人
の

以
前
の
仕
事
内
容
や
、
や
り
が
い
を
共
有
し
、

よ
り
具
体
的
に
働
く
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ

か
み
ま
す
。

　

第
１
回
「
自
分
ら
し
い
仕
事
の
見
つ
け

方
」
で
は
、
大
森
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
マ
ザ
ー

ズ
コ
ー
ナ
ー
の
担
当
者
か
ら
、
現
在
の
労
働

状
況
や
求
人
票
の
見
方
の
解
説
。
仕
事
を
探

す
際
の
優
先
順
位
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

第
２
回
「
応
募
書
類
の
書
き
方
」
で
は
、

履
歴
書
、
職
務
経
歴
書
、
添
え
状
の
書
き
方

を
確
認
。
第
３
回
「
面
接
の
必
勝
法
」
で
は
、

面
接
の
ポ
イ
ン
ト
、
よ
く
聞
か
れ
る
質
問
な

ど
の
模
擬
練
習
を
し
ま
す
。

　

第
４
回
「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

で
は
、
一
対
一
の
面
談
で
、
今
の
自
分
の
気

持
ち
を
整
理
。
様
々
な
角
度
か
ら
仕
事
を
考

え
、
自
分
自
身
で
決
め
て
い
く
こ
と
の
大
事

さ
を
学
び
ま
す
。

　

―
先
輩
か
ら
学
ぶ
職
場
復
帰
と
働
き
続
け

る
ヒ
ン
ト
―
の
副
題
つ
き
３
回
講
座
。

　

第
１
回
「
何
が
不
安
？　

復
帰
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
」
で
は
、
女
性
が
働
く
こ

と
の
重
要
性
を
社
会
的
背
景
か
ら
考
え
、
復

帰
に
あ
た
っ
て
支
障
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

共
有
し
ま
す
。
第
２
回
「
こ
う
す
れ
ば
う
ま

く
い
く
！　

時
間
の
使
い
方
」
で
は
、
家
事
、

育
児
を
効
率
的
に
こ
な
す
時
間
の
使
い
方
を

学
び
、
自
分
な
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
復

帰
後
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
作
り
ま
す
。
第
３
回
は
、
復
帰
体
験
者

か
ら
育
休
中
の
時
間
の
使
い
方
や
復
帰
後
の

工
夫
点
な
ど
を
聞
き
ま
す
。

　

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
、
仕
事

復
帰
へ
の
期
待
度
を
高
め
る
こ
の
講
座
、
昨

夏
の
１
回
目
で
復
職
に
向
け
て
の
期
待
と
不

安
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
14
人
中
９
人
が
不

安
！　

そ
れ
が
最
終
回
で
は
３
人
に
。
少
し

ゆ
う
う
つ
だ
っ
た
仕
事
復
帰
が
「
よ
し
、
や

る
ぞ
！
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
受
講

の
た
め
に
初
め
て
子
ど
も
を
預
け
る
経
験
を

し
て
自
信
を
得
た
人
も
。
受
講
が
再
就
職
に

向
け
て
一
歩
を
踏
み
出
す
契
機
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
他
「
エ
セ
ナ
お
お
た
」
で
は
再
就
職

を
考
え
る
人
を
対
象
に
「
女
性
の
た
め
の
就

労
フ
ェ
ア
」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
「
就
労

フ
ェ
ア
」
で
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
コ

ツ
、
な
り
た
い
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
ワ
ー
ク
、

再
就
職
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
ミ
ニ
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
専
門
家
に
よ
る
就
職
相
談
、
子
育

て
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
女
性
の
就
労
支
援
に
力
を

入
れ
、
特
に
子
育
て
中
の
女
性
の
再
就
職
支

援
を
重
点
目
標
と
し
た
「
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
」
を
開
設
。
現
在
は
13
か
所
で
す
が
、

全
国
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
内
に
開
い
た
１
５

６
の
「
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
」
で
も
、
同
様

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

JR
渋
谷
駅
近
く
の
「
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
東
京
」
に
は
、
子
育
て
中
の
就
職
希
望

者
の
た
め
の
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
そ
れ
以

外
の
女
性
求
職
者
の
た
め
の
レ
デ
ィ
ー
ス
コ

ー
ナ
ー
、
さ
ら
に
は
求
人
検
索
コ
ー
ナ
ー
や

子
ど
も
連
れ
求
職
者
の
た
め
の
チ
ャ
イ
ル
ド

コ
ー
ナ
ー
、
授
乳
室
も
常
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
訪
者
は
一
日
平
均
２
０
０
〜
２
３
０
人
。

そ
の
う
ち
の
30
〜
35
人
が
新
規
求
職
者
で
す
。

「
６
割
が
30
代
と
40
代
の
女
性
た
ち
」
と
マ

ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
東
京
室
長
の
田
口
貴

代
さ
ん
。

　

「
利
用
者
の
半
分
は
３
歳
以
下
の
子
ど
も

を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
で
す
が
、
以
前
働
い

て
い
た
人
ほ
ど
再
就
職
へ
の
意
識
が
強
く
、

し
か
も
復
職
希
望
の
時
期
が
早
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
個
人
的
意
見
で
す
が
、
社
会

の
動
き
も
早
く
、
収
入
を
得
た
い
と
い
う
ニ

ー
ズ
以
外
に
、
子
ど
も
と
向
か
い
合
っ
て
い

る
日
々
に
閉
塞
感
を
感
じ
て
い
る
女
性
も
多

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
田
口
さ
ん
。

　

「
マ
ザ
ー
ズ
」
の
特
徴
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
、

三
か
月
を
目
処
に
す
る
担
当
制
の
就
職
相
談

が
あ
り
ま
す
。
求
職
者
は
担
当
員
と
の
継
続

相
談
に
よ
っ
て
計
画
的
な
就
職
準
備
が
で
き
、

相
談
員
は
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
情
報

提
供
が
で
き
る
こ
と
が
高
い
就
職
率
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
登
録
者
全
体
で
の
就
職
率

が
４
人
に
１
人
な
の
に
対
し
て
、
相
談
利
用

者
の
就
職
は
７
割
近
く
。
相
談
員
は
４
人
だ

け
な
の
で
、
子
育
て
中
で
早
く
就
職
し
た
い

人
が
優
先
で
す
。

　

求
職
者
の
６
割
近
く
が
で
き
る
だ
け
安
定

し
た
職
場
で
長
く
働
き
た
い
と
フ
ル
タ
イ
ム

を
希
望
し
ま
す
が
、
実
際
の
就
職
は
逆
。
パ

ー
ト
が
６
割
以
上
に
な
る
そ
う
で
す
。
求
人

側
の
条
件
と
刷
り
合
わ
せ
て
い
く
う
ち
に
、

漠
然
と
し
た
自
分
の
希
望
や
状
況
が
次
第
に

見
え
て
き
て
、
「
残
業
は
無
理
。
週
に
５
日

で
３
時
か
４
時
ま
で
。
今
は
と
り
あ
え
ず
パ

ー
ト
か
な
」
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

「
早
く
就
職
し
た
い
、
職
場
は
家
の
近
く
、

働
く
時
間
は
…
」
な
ど
を
優
先
し
て
い
く
と
、

雇
用
期
間
や
正
社
員
な
ど
の
条
件
は
次
の
段

階
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
「
パ
ー

ト
で
も
就
職
す
れ
ば
、
将
来
的
に
次
の
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
に
な
る
」

と
田
口
さ
ん
。

　

昨
年
、
「
マ
ザ
ー
ズ
」
で
の
求
人
は
15
%

も
増
え
て
い
ま
す
が
、
託
児
所
が
あ
る
の
は

医
療
や
介
護
関
係
な
ど
夜
勤
の
あ
る
職
場
。

求
人
と
求
職
に
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
生
活
費
の
こ
と
や

DV
な
ど
の
人
間
関
係
に
関
す
る
問
題
を
抱
え

て
い
る
人
も
来
ま
す
。
求
職
活
動
に
は
パ
ワ

ー
が
い
る
。
そ
れ
以
外
の
問
題
が
多
い
と
集

中
で
き
ま
せ
ん
。
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
福
祉

事
務
所
や
女
性
支
援
機
関
に
紹
介
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
て
は
解

決
し
な
い
。
働
こ
う
と
思
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
い

ろ
い
ろ
な
社
会
資
源
を
利
用
し
て
欲
し
い
」

と
田
口
さ
ん
は
激
励
し
ま
す
。

　

就
職
相
談
の
他
に
も
①
再
就
職
準
備
、
②

応
募
書
類
対
策
、
③
面
接
対
策
、
④
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
な
ど
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
パ
ソ
コ

ン
教
室
（
い
ず
れ
も
無
料
、
託
児
つ
き
）
を

年
間
通
し
て
開
講
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
働
き
た
い「
自
分
の
今
」を
よ
く
知
る

仕
事
探
し
な
ら
、女
性
専
用
窓
口
へ

子ども連れも安心、チャイルドコーナー（マザーズハローワーク東京）

「
エ
セ
ナ
お
お
た
」

●エセナおおた  03-3766-4586 ＊詳細はP8参照●マザーズハローワーク東京  03-3409-8609  月～金 9：00～17：00

大
田
区
立
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

● 働くことへの不安は自分だけではなく、　 皆同じだと思えるようになった。次へ
　 進める良いステップになった。
● 仕事への一歩がなかなか踏み出せな　かったが、わずかでも踏み出せそう。
● 自分のためにも家族のためにも前進で　きればいいなと思った。

参加者の声

「
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
東
京
」

全
国
で
最
初
に
で
き
た
女
性
専
用

安
心
し
て
相
談
で
き
る

マ
マ
に
う
れ
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

担
当
制
に
よ
る
高
い
就
職
率

パ
ー
ト
も
キ
ャ
リ
ア
に
す
る

「
育
休
マ
マ
の
た
め
の
パ
ワ
ー
チ
ャ
ー
ジ

セ
ミ
ナ
ー
」で
仕
事
復
帰
へ
！

再
就
職
へ
の
準
備

「
お
仕
事
復
活
ナ
ビ
」

不
安
解
消「
マ
マ
の
た
め
の

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
ナ
ビ
」


